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　　　　　一班
第7圓　スラッグの盤基度と

　　　硬度の關係（その3）

計式の斐籔として尺の代りにΣやΣ1Σをおき換え
　　　　　　　　　　　　　　　　β　riて本邦濁自の計算式を作る二とが望ましい。

　（i）起電力湖定による方法　筆者の研究室でぱ

．（∋SiCi溶融スラt・tグlC㊥の型の可泌電池を作り，そ

の起電力から輩純なスラッグ系について成分の活量を求

めているが，②これを實際の溶薄に第8圓のように適用

してみると，憩性千櫨蔀15mV（1520　C°），酸性ZF櫨
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第8圓　溶搾の特性を判定する試験装置
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澤89mV（1400℃），溶灘澤39　mV（1380℃），のよう

におのおのの特性がmVとして表わされ，大饗好都合で

ある。このような電氣化學的な方法にはいろいろ按術的　　　・

な困難も俘い，本質的なゆらぎも見過せないが溶津をそ

のまま試．験するには最も望ましいものの一つであろう。

　高温度の測定

　さいごに是非ふれなくてならないことは，溶鋼や溶陣

更には櫨内雰團氣や耐火材の湿度を正確に求める必要性

である。これは櫨内反懸の「コソトロール」に櫨の維持

補修に極めて大切なことであり，±5～109C前．後rd550

～1700”Cを測らねばならない。　これがいい加減ては到

底徳奄な鏑塊を作る二とはできない。バスの温度を知る

にはPt－Pt・Rh熱電斯，光高源計，　W－Mo又はW－Fe

灘電録をそのまま浸漬するか保護管1二包む型等が肺・ら

れる外，Blow　pipeといつて堅縮室氣でパス内に室洞を

作つてこの内壁を輻射高濫計で測るか或は輩に光高温計

でのぞいて見るなどの方法もあり，この外「テス｝・・パ

ー」を使う簡便法もある。いずれにしtもはなはだしく

満耗を俘う高償なものから鮪便安贋で且つ精度も充分な

方法に研究が向けられ，常温や低温度の精密測定に見ら　’

れない苦勢がつきまとつている。

　む　す　び

　以上に述べたことば大攣羅ばくな展望で，深く聞題を

つきつめていないが，鐵鋼の製錬は冶金按術者ばかりの

つとめでなく，むしろ鐵鋼材料を滑費する全部の按術者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の課題であることを張調して，熱精算の問題に計器の試

作に化學反懸の物理化學蛤解析にちえを絞つていただい

て，もつと科學的に作業を進め，貧弱な原材料から少し

でも立派な鋼のできる二とを希望して筆をおく。

　　　　　　　　　．文　　　　献
　（Pイ‘藤1．2p．11〔1949）　2．3．pl2（195e）　2．4．p．51（19SC）

　（2）　木誌　　1．3．p．工5（19｛9）　2，Lp．2S．（1950）　2，3，p　24（1950）

　　　　　　　　　可熔合金の新用途

　　　　　　　　　　　　河村ili彌・古川　浩

　莇肉の管をナマさずに曲げる時は當然挫凧や紬裂敏
等が生ずる。從來は樹脂，タール．砿鉛などを普内につ
めてその補張に別いて嚢た一：：砂や樹脂ではその曲げ得

る曲寧におのずから限度があV，曲げた後で内部の充
填物を完令に取り出すことにも困難が俘う結果，轡曲
部にはこれら異物の微小最が附鶯して使用rこ際し支障
をきたす原囚となることガ多いρ又鉛をつめると剛騰
の棒として相當な直ll寧まで自由にil【1げることがで透る
が，鈴の熔融響iは比較的高いために二．！’Lを取り出す時，

管の材料によつてはその物理的性質に有誇な景二奪を輿
えるおそれがある。このような歓即1トを除くため水國で
は以前からベンダ・イという低融黙合翁（melting
po　nt　7L1℃）を使用してiLこぶろ溝足すべき結果
を轡ているが，今回賞研究室においても鉛2ア．3，揚
13．ユ，蒼鉛49，5カドミウム10．1の上ヒ辱！からなる四元
共晶（凝悶鮎69℃融灘70．5℃）を作成し，［1［1　ldi　tz行

う障ll寧や管の材質，猟などをいろいろと璽えて貧験淫
行つた結果，鋼，眞鋳ジ：Lラルミン，鋼，不誘鋼の管
に鋼．して，（1）使用操作の簡羅な鷺占，〔2）同じ條件の

パイプでは約30％大きい曲牢に曲げられる等，從來
使われてきた補張材にくらべて優秀な結果4．IV・るこ乏
ができた。篇眞は壁の厚さ0．9粍内rst　ti粍の全く同一
な二本のアルミ製パイ7’でコイルを作ろうとし，一．h－
（a）　　Fこ［・よ可熔合．命をつめ，　　イ也方　〔T〕）　tt　そ　op　ま　ま　一（一施工

した時り結果である。前者では容易に日的が達せられ
後者は，ケ所でつぶれているoXケロームやニッケル

鍍金をした管も可熔合金を利用すればそれらがはげる
ことなしに園1げられ，0，3粍の薄v・管堕のパィフ．でも
徐々に力を加えて上手に曲げを行うことができた。
ヒ滞　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　，

　　　　　　（a）　　　　　　　（b）
　この合・金は湯流れがよいためすこし．鷹力をかければ
どんな細隙にも侵透し，施］二後は加工物を物や蒸汽の
中に入れることによつてnv　V”．に全部阿牧されるからf闘∫’

回でも繰り返して使用することができるo從つて糎濟
的にも探算がとれg機械加工｛雫も良好であるから從來
継工に困難を畳えていた複難な中塞部を有する精密器
具もこの含金を利用して自由に抑工成形できることと
思う。又常温における硬度も相需あり（Vickers硬慶
1L7）表画に生ずる．酸化被膜によつて大氣中では非常
に安定であるから，可熔合金本來の用途たる津汝装置
蒸汽罐の融け掩・’7i一ズ，木．の葉や動物器管の模型
製作，幣子陶磁器の接介痢，航獲機用の嶺難なタンク
の製魁等にはもちろん，今後精翫漕具や繊細な模様を
有する物騰の型1反りなどに使用して大い1こ役立つこと
酒ご期待される。なお合金の性質に附する詳細は追つて
別紙に報告の豫定である。
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